
 
援助希求啓発プログラムの概要 

 
１ 児童生徒への援助希求行動の啓発プログラム                        

児童生徒が悩みや苦しみを抱えたとき、困難な事態や強い心理的負担を受けた場合等における

対処の仕方を身に付けさせるとともに、ＳＯＳの出し方のみならず、心の危機に陥った友人の感情

を受け止めて、考えや行動を理解しようとする姿勢などの傾聴の仕方(ＳＯＳの受け止め方)につ

いても教育・啓発する。 

 

２ 援助希求啓発プログラムの進め方                             

毎年、８月下旬から９月中旬に、県内全ての公立学校で、援助希求啓発プログラムとして、「心

とからだの健康観察（※）」及び「こころのサポート授業」を実施する。 

（1）「心とからだの健康観察」 

自分自身の心とからだの健康状態を知る 

 

(2)「こころのサポート授業」 

ア ストレスの概要について知る（動画視聴） 

イ 自分のストレス対処法について考える、友人と共有する 

ウ 学校内外の相談窓口を知る 

（一人一台端末等を利用した教育相談「こころの相談室」、24 時間 SOS ﾀﾞｲﾔﾙ等） 

   

※ 「心とからだの健康観察」は、日常生活におけるストレスや東日本大震災津波によるストレスに 

ついて、児童生徒が自己分析（セルフチェック）を行い、対処方法を学ぶことでセルフケアの力を 

高めることを目的として実施している。（下図参考） 

 

「心とからだの健康観察」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑【質問 27】「だれかに話をきいてもらいたい」 

 

「こころのサポート授業」には、「トラウ
マ編」「ストレスマネジメント・対処行動
編」「自己有用感編」等があり､児童生徒
の実態に応じて授業を組み立てる。 


